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【手続補正書】
【提出日】平成27年10月13日(2015.10.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の記憶場所に記憶された第１のメディア資産、および第２の記憶場所に記憶された
第２のメディア資産に分類を割り当てるステップであって、前記分類は、前記第１のメデ
ィア資産および前記第２のメディア資産に関連付けられたメタデータに基づく、ステップ
と、
　前記第１の記憶場所および前記第２の記憶場所の少なくとも１つに、前記分類を有する
第３のメディア資産を追加するステップと、
　を含む、メディアファイルを記憶場所に追加する方法。
【請求項２】
　前記割り当てるステップが、
　前記第１のメディア資産に埋め込まれたメタデータを抽出するステップと、
　前記第２のメディア資産に埋め込まれたメタデータを抽出するステップと、
　メタデータを複数の分類にグループ分けするデータベースを用いることによって、前記
第１のメディア資産からの前記メタデータと、前記第２のメディア資産からの前記メタデ
ータを比較するステップと、
　をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記分類が、ユーザプロファイルに基づいて複数の分類から自動的に選択される、請求
項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第３のメディア資産が追加される前記第１の記憶場所および前記第２の記憶場所の
少なくとも１つが、ユーザプロファイルに従って選択される、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第３のメディア資産が、前記ユーザプロファイルを考慮して複数のメディア資産か
ら選択される、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記分類に基づいてユーザに提示される複数の提案から、提案を提示するステップを含
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み、
　前記提示された提案に応答して、前記第３のメディア資産が追加される、請求項１に記
載の方法。
【請求項７】
　前記分類が、ファイルタイプ、表題、スタジオ、俳優、登場人物、監督、ジャンル、お
よび放送網の少なくとも１つである、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１の記憶場所に記憶された第４のメディア資産、および前記第２の記憶場所に記
憶された第５のメディア資産に第２の分類を割り当てるステップであって、前記第２の分
類は前記第４のメディア資産および前記第５のメディア資産に関連付けられたメタデータ
に基づく、ステップと、
　前記第１の記憶場所および前記第２の記憶場所の少なくとも１つに、前記第２の分類を
有する第６のメディア資産を追加するステップと、
　をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　第１の記憶場所に記憶された第１のメディア資産に対応する第１の要素、および第２の
記憶場所に記憶された第２のメディア資産に対応する第２の要素を含んだ表示可能信号を
生成するステップと、
　前記表示可能信号を更新して、前記第１のメディア資産および前記第２のメディア資産
に関連付けられたメタデータに基づいて前記第１のメディア資産および前記第２のメディ
ア資産に割り当てられた分類を表示するステップと、
　前記表示可能信号を更新して、前記分類を有する第３のメディア資産に対応する第３の
要素を表示するステップであって、前記第３のメディア資産は前記第１の記憶場所および
前記第２の記憶場所の少なくとも１つに追加される、ステップと、
　を含む、ユーザインターフェースを生成する方法。
【請求項１０】
　前記第１のメディア資産に埋め込まれたメタデータを抽出するステップと、
　前記第２のメディア資産に埋め込まれたメタデータを抽出するステップと、
　メタデータを複数の分類にグループ分けするデータベースを用いることによって、前記
第１のメディア資産からの前記メタデータと、前記第２のメディア資産からの前記メタデ
ータを比較するステップと、
　をさらに含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記分類が、ユーザプロファイルに基づいて前記複数の分類から自動的に選択される、
請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第３のメディア資産が追加される前記第１の記憶場所および前記第２の記憶場所の
少なくとも１つが、ユーザプロファイルに従って選択される、請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第３のメディア資産が、前記ユーザプロファイルを考慮して複数のメディア資産か
ら選択される、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記表示可能信号を更新して、前記分類に基づいてユーザに提示される複数の提案から
、提案を提示するステップを含み、
　前記提示された提案に応答して、前記第３のメディア資産が追加される、請求項１０に
記載の方法。
【請求項１５】
　前記分類が、ファイルタイプ、表題、スタジオ、俳優、登場人物、監督、ジャンル、お
よび放送網の少なくとも１つである、請求項１０に記載の方法。
【請求項１６】
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　前記表示可能信号を更新して、第４の要素によって表される、前記第１の記憶場所に記
憶された第４のメディア資産、および第５の要素によって表される、前記第２の記憶場所
に記憶された第５のメディア資産に割り当てられた第２の分類を表示するステップであっ
て、前記第２の分類は、前記第４のメディア資産および前記第５のメディア資産に関連付
けられたメタデータに基づく、ステップと、
　前記表示可能信号を更新して、前記第２の分類を有する第６のメディア資産を表す第６
の要素を表示するステップであって、前記第６のメディア資産は前記第１の記憶場所およ
び前記第２の記憶場所の少なくとも１つに追加される、ステップと、
　をさらに含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１７】
　第１の記憶場所に記憶された第１のメディア資産に対応する第１の要素、および第２の
記憶場所に記憶された第２のメディア資産に対応する第２の要素を含んだ表示可能信号を
生成する表示プロセッサーと、
　前記第１のメディア資産および前記第２のメディア資産に関連付けられたメタデータに
基づいて前記第１のメディア資産および前記第２のメディア資産に割り当てられる分類を
決定するコントローラと、
　を備える装置であって、
　前記表示プロセッサーは、前記表示可能信号を更新して前記分類を表示し、
　前記コントローラは、前記第１の記憶場所および前記第２の記憶場所の少なくとも１つ
に追加される、前記分類を有する第３のメディア資産を追加し、
　前記表示プロセッサーは、前記表示可能信号を更新して前記第３のメディア資産の記憶
場所を表示する、
　前記装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　ライセンスサーバー１１２、１１４は、同じＤＲＭ方式または異なるＤＲＭ方式を用い
得る、または例えばＵＬＴＲＡＶＩＯＬＥＴディジタルロッカー環境（ｓｅｔｔｉｎｇ）
においてサポートされるように複数のＤＲＭ方式をサポートし得ることが予想される。こ
のようなライセンスサーバーはまた、ディジタルロッカー１０４がディジタル著作権管理
サービスの形で実現されたときは、様々なロッカーサービスを調整するように実現するこ
とができる。例えばディジタルロッカー１０４はメディア資産の保管場所とすることがで
き、一方、このようなメディア資産を利用するための許可は、ライセンスサーバー１１４
および消費装置１５０、１６０を通して調整される。同様にライセンスサーバー１１２お
よびリモートメディアサーバ１０２は、ディジタル著作権管理サービスとして実現された
ディジタルロッカーとして実現することができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　メディアデータベース１８０はまた、このようなメディア資産の関連するメタデータに
基づいて、メディア資産を分類するために用いることができる。すなわちメタデータは、
ファイルタイプ、表題、スタジオ、俳優、登場人物、監督、ジャンル、放送網、その他同
種のものなどのカテゴリーを含むことができる同様な属性に基づいて、メタデータ資産を
グループ分けするために用いることができる。例えばディジタルロッカー１０４に記憶さ
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れた第１のメディア資産は、俳優がショーンコネリーであるジェームズボンド映画とする
ことができる。別のディジタルロッカー１０４（別の場所の）に記憶された第２のメディ
ア資産は、ロジャームーアが主演するジェームズボンド映画である。メディアデータベー
ス１８０によるこのようなメディア資産の比較は、両方のメディア資産が「ジェームズボ
ンド」映画に関連するものとして分類することになり、このようなメディア資産はこのよ
うな呼称を用いてひとまとめにすることができる。しかし第３のメディア資産は、ショー
ンコネリーが主演する映画ハイランダーである場合がある。述べられる分類操作が第１お
よび第３のメディア資産に対して行われたならば、このような資産はショーンコネリーが
主演する映画としてひとまとめにされることになる。述べられる原理により分類操作を行
うように、メディアデータベース１８０内には複数の分類を提示することができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
　第１の例は、映画スタジオまたは放送網などの特定のコンテンツプロバイダが彼等のコ
ンテンツの購入を販売促進したいが、誰がどんなコンテンツを購入したか、およびどこに
そのようなコンテンツがあるかを判断する手段がないときに生じる。メディア著作権デー
タベース１２０から求められる情報を用いることによって、コンテンツスタジオまたは放
送網制作者は、コンテンツスタジオまたは放送網が制作した、購入された「Ｘ」個のメデ
ィア資産ごとに、ユーザが値引き価格および／または無料で追加のメディア資産を取得で
きるようになるという提案を設定することを知ることができる。例としてユーザは、ディ
ジタルロッカー１０４を通して利用可能な２つの映画メディア資産を購入する。次いでユ
ーザは、サーバー１０２上にコンテンツを記憶しているコンテンツプロバイダを通して第
３の映画メディア資産を購入し、すべての映画は同じ映画スタジオからのものであるとし
て分類される。３つのタイトルが購入された（この例ではＸ＝３）ので、提案をユーザに
提示することができ、このようなメディアタイトルは同じ分類（すなわち同じ映画スタジ
オ）を有し、ユーザは第４のメディア資産を無料で取得でき、ユーザはどこにディジタル
メディア資産を記憶すべきか、およびどのディジタル資産が購入されるかを指定すること
ができる。コンテンツブローカー１３０の要素を用いることによって、サーバー１０２、
サービス１０４、またはコンテンツブローカー１３０がこのようなディジタル資産の購入
および配信を調整することができる他のコンテンツプロバイダを通じたコンテンツブロー
カーのアーキテクチャにより、提案の調整を設定することができる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６２】
　本明細書では本開示の教示を含む実施形態について詳細に示し説明してきたが、当業者
なら依然としてこれらの教示を含む他の多くの様々な実施形態を容易に考案することがで
きる。上記の教示に照らして当業者によって変更および変形を行い得ることに留意すべき
である。
［付記１］
　第１の場所に記憶された第１のメディア資産、および第２の場所に記憶された第２のメ
ディア資産に分類を割り当てるステップ（４２０）であって、前記分類は、前記第１のメ
ディア資産および前記第２のメディア資産に関連付けられたメタデータに基づく、ステッ
プと、
　前記第１の記憶場所および前記第２の記憶場所の少なくとも１つに、前記分類を有する
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第３のメディア資産を追加するステップ（４３０）と、
　を含む、メディアファイルを記憶場所に追加する方法。
［付記２］
　前記割り当てるステップが、
　前記第１のメディア資産に埋め込まれたメタデータを抽出するステップと、
　前記第２のメディア資産に埋め込まれたメタデータを抽出するステップと、
　メタデータを複数の分類にグループ分けするデータベースを用いることによって、前記
第１のメディア資産からの前記メタデータと、前記第２のメディア資産からの前記メタデ
ータを比較するステップと、
　をさらに含む、付記１に記載の方法。
［付記３］
　前記分類が、ユーザプロファイルに基づいて複数の分類から自動的に選択される、付記
２に記載の方法。
［付記４］
　前記第３のメディア資産が追加される前記場所が、ユーザプロファイルに従って選択さ
れる、付記１に記載の方法。
［付記５］
　前記第３のメディア資産が、前記ユーザプロファイルを考慮して複数のメディア資産か
ら選択される、付記４に記載の方法。
［付記６］
　前記分類に基づいてユーザに提示されるべき複数の提案から、提案を提示するステップ
と、
　前記提示された提案に応答して、前記第３のメディア資産が追加されるステップと、
　を含む、付記１に記載の方法。
［付記７］
　前記分類が、ファイルタイプ、表題、スタジオ、俳優、登場人物、監督、ジャンル、監
督、および放送網の少なくとも１つである、付記１に記載の方法。
［付記８］
　前記第１の場所に記憶された第４のメディア資産、および前記第２の場所に記憶された
第５のメディア資産に第２の分類を割り当てるステップであって、前記第２の分類は前記
第４のメディア資産および前記第５のメディア資産に関連付けられたメタデータに基づく
、ステップと、
　前記第１の記憶場所および前記第２の記憶場所の少なくとも１つに、前記第２の分類を
有する第６のメディア資産を追加するステップと、
　をさらに含む、付記１に記載の方法。
［付記９］
　第１の場所に記憶された第１のメディア資産に対応する第１の要素、および第２の場所
に記憶された第２のメディア資産に対応する第２の要素を含んだ表示可能信号を生成する
ステップと、
　前記表示可能信号を更新して、前記第１のメディア資産および前記第２のメディア資産
に関連付けられたメタデータに基づいて前記第１のメディア資産および前記第２のメディ
ア資産に割り当てられた分類を表示するステップ（４２０）と、
　前記表示可能信号を更新して、前記分類を有する第３のメディア資産に対応する第３の
要素を表示するステップ（４３０）であって、前記第３のメディア資産は前記第１の記憶
場所および前記第２の記憶場所の少なくとも１つに追加される、ステップと、
　を含む、ユーザインターフェースを生成する方法。
［付記１０］
　前記第１のメディア資産に埋め込まれたメタデータを抽出するステップと、
　前記第２のメディア資産に埋め込まれたメタデータを抽出するステップと、
　メタデータを複数の分類にグループ分けするデータベースを用いることによって、前記
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第１のメディア資産からの前記メタデータと、前記第２のメディア資産からの前記メタデ
ータを比較するステップと、
　をさらに含む、付記９に記載の方法。
［付記１１］
　前記分類が、ユーザプロファイルに基づいて前記複数の分類から自動的に選択される、
付記１０に記載の方法。
［付記１２］
　前記第３のメディア資産が追加される前記場所が、ユーザプロファイルに従って選択さ
れる、付記１０に記載の方法。
［付記１３］
　前記第３のメディア資産が、前記ユーザプロファイルを考慮して複数のメディア資産か
ら選択される、付記１２に記載の方法。
［付記１４］
　前記表示可能信号を更新して、前記分類に基づいてユーザに提示されるべき複数の提案
から、提案を提示するステップと、
　前記提示された提案に応答して、前記第３のメディア資産が追加されるステップと、
　を含む、付記１０に記載の方法。
［付記１５］
　前記分類が、ファイルタイプ、表題、スタジオ、俳優、登場人物、監督、ジャンル、監
督、および放送網の少なくとも１つである、付記１０に記載の方法。
［付記１６］
　前記表示可能信号を更新して、第４の要素によって表される、前記第１の場所に記憶さ
れた第４のメディア資産、および第５の要素によって表される、前記第２の場所に記憶さ
れた第５のメディア資産に割り当てられた第２の分類を表示するステップであって、前記
第２の分類は、前記第４のメディア資産および前記第５のメディア資産に関連付けられた
メタデータに基づく、ステップと、
　前記表示可能信号を更新して、前記第２の分類を有する第６のメディア資産を表す第６
の要素を表示するステップであって、前記第６のメディア資産は前記第１の記憶場所およ
び前記第２の記憶場所の少なくとも１つに追加される、ステップと、
　をさらに含む、付記１０に記載の方法。
［付記１７］
　第１の場所に記憶された第１のメディア資産に対応する第１の要素、および第２の場所
に記憶された第２のメディア資産に対応する第２の要素を含んだ表示可能信号を生成する
表示プロセッサーと、
　前記第１のメディア資産および前記第２のメディア資産に関連付けられたメタデータに
基づいて前記第１のメディア資産および前記第２のメディア資産に割り当てられる分類を
決定するコントローラと、
　を備える装置であって、
　前記表示プロセッサーは、前記表示可能信号を更新して前記分類を表示し、
　前記コントローラは、前記第１の記憶場所および前記第２の記憶場所の少なくとも１つ
に追加される前記分類を有する第３のメディア資産を追加し、
　前記表示プロセッサーは、前記表示可能信号を更新して前記第３のメディア資産の記憶
場所を表示する、
　前記装置。
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